
パ ラグアイにおけるグアラニー語 と先住民族

TheGuaraniLanguageandIndigenousPeoplesinParaguay

青 木 芳 夫*

YoshioAOKI

1は じめに一岐路に立つ 「混血」社会一

パラグアイは、南アメリカ南東部に位置し、ブラジル ・アルゼンチン・ボリビアと国境 を接

する内陸国である。約40万 平方キロの国土には約480万 の人々が生活してお り、国土の中央を流

れるラプラタ川の支流であるパラグアイ川の西部はチャコ地方と呼ばれて不毛の地帯が広が り、

他方東部は森林地帯で、人口の大半がここに集中している。

パラグアイ社会は、今 日人口の9割 以上がグアラニー系の先住民族とスペイン系の白人 との

間の 「混血」(メ スティーソ)に 分類 され、南 アメリカでもペルーやボリビアとも異 なる、非

常に同質的な 「混血」社会 として知 られる。そのように評価される大きな理由の一つに、先住

民系のグアラニー語 とヨーロッパ系のスペイン語との二言語併用社会であることがあげられる。

歴史的に見れば、先スペイン期には、パラグアイのあたりには、 トゥピ=グ アラニー人らが

狩猟採集や焼畑移動農耕を営み、まだ首長国を形成するにはいたっていなかった。現在の首都

アスンシオンは1537年 に奥地探検の前哨基地として建設されるが、スペイン人征服者 らの興味

を引 くような黄金郷は発見されることもなかった。先住民、特にグアラニー人に興味を抱いた

のは対抗宗教改革を主導したイエズス会系の修道士たちであ り、彼 らをキリス ト教化する手段

として伝道村、いわゆるミッションを辺境各地に数十カ所建設し、さらにグアラニー語を活用

しながら先住民族のキリス ト教化につとめた。イエズス会自身は植民地末期の1767年 にラプラ

タ地域から追放 され、伝道村はやがて廃櫨 と化すこととなるが、パラグアイの文化的混血の基

礎はこの時期に築かれた、 といってよい。

しかし、パラグアイは、1811年 の独立後 も、波乱万丈を経験する。とくに、ブラジル ・アル

ゼンチ ン・ウルグアイとの三国同盟戦争(1865-1870年)の 敗戦では国土の半分と多数の人命

を失い、国家社会そのものが存亡の危機に立たされた。また、20世紀には、チャコ地方をめ ぐっ

て、同じ内陸国のボリビアとチャコ戦争(1932-1935年)を 争い、消耗した。(その結果、現行

の1992年 憲法では、 自衛以外の戦争の放棄が明記されている。)こ のような対外的な危機に直面
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表1南 アメ リカ諸国の人間的発展度

国 順 位 平均寿命(年) 成人識字率(%) 1人 当た りGDP 人間的発展度

チ リ 30(位) 75.1 95 9,129 0,891

アルゼ ンチ ン 36 72.4 96 8,937 0,884

ウ ル グ ア イ 37 72.6 97.1 q752 OB83

ブ ラ ジ ル 68 66.4 82.7 5,362 0,783

パ ラ グ ア イ 94 6&8 91.9 3,531 0,706

ボ リ ビ ア 114 60.1 82.5 2,598 0,589

(出 典)Borda&Masi1998:49

ち な み に 、 第1位 は カ ナ ダ で 、 最 下 位 は175位 の シエ ラ レオ ネで あ っ た 。

す る た び に 、小 国 とな っ たパ ラグ ア イ は 、 自 らの ア イデ ンテ ィテ ィの基 軸 を グア ラニ ー 語 や グ

ア ラニ ー 文 化 に求 め ざ る を得 な か っ た 、 とい え る。 そ うい う意 味 で は、 「混 血 」 社 会 パ ラ グ ア

イ とい う もの は 、対 外 向 け に や む を え ず 「発 明 」 され た とい う一 面 が あ る')。

一一方 、今 日のパ ラ グ ア イ は、1989年 に は35年 に 及 ん だ ス トロエ ス ネ ル独 裁 政権 の くび きか ら

一応 脱 して
、民 主化 に 向 け て努 力 して い る 。 しか しな が ら、社 会経 済 的 な停 滞 、 政 治 改 革 の 遅

れ 、市 民 社 会 の 未成 熟 、 メ ル コス ー ル(南 ア メ リカ南 部 共 同市 場)の 期 待 は ず れ 、 な どに よ り、

い ま も苦 闘 が続 く[Borda&Masil998]。 た と えば 、 国 連 の 人 間 的発 展 度 を指 標 に とれ ば 、 表

1の よ うな結 果 とな り、 他 の メ ル コス ー ル加 盟 国 の 実績 に は遠 く及 ばず 、 む しろ ボ リ ビア に 近

い。 国 内 の民 主 化 の た め に も、 パ ラ グ ア イ は 岐路 に 立 た され て い る の で あ る。 本 稿 で は、 この

よ うなパ ラ グ ア イの 直 面 す る課 題 を、 グ ア ラ ニ ー語 と先 住 民 族 の 関係 を軸 に して考 察 した い。

な お、 巻 末 に、 グ ア ラ ニー 語 の用 語 集 を添 付 した(資 料3)。

∬ パラグアイにおけるグアラニー語 と二言語教育

まず 、 パ ラ グ ア イ にお け る言 語 状 況 を 国勢 調 査 で確 認 してお こ う。

表2の とお り、1992年 にお い て も、 グ ア ラ ニ ー語 の常 用 者 は、 モ ノ リ ン ガル とバ イ リ ンガ ル

を加 え る とパ ラ グア イの 全 人 口 の88%以 上 にの ぼ り、 圧 倒 的 に多 い 。 さ ら に、 将 来 的 に も グ アネ
ラニ ー 語 モ ノ リ ン ガル の 減 少(長 期 予 測 に よれ ば、2030年32%、2070年25%、2110年20%)は

表2国 勢調査にみ る常用語別人ロの分布

年 総 人 口 ス ペ イ ン 語 グ ア ラ ニ ー 語 二 言 語

1950 1,11%71(人) 4.7(%) 40.1(%) 53.8(%)

1962 1.634687 4.4 45.1 4&4

1982
一 一 σ5 40.1 48.6

1992 4152,588 6.4 393 49.0

(出典)Corvalan1998:22

1982年 につ い て は、 他 の 文献 か ら補 っ た 。
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仕方ないにしても、グアラニー語

話者(バ イリンガルは、それぞれ

55%、60%、65%に 増加する、と

予測される)の 比率は非常に安定

している。この ことは、ペルー

[青木2002:79]や ボリビアにお

けるケチュア語の現状や未来と比

較してもいえることである。

このような広範な話者の存在 自

体、ラテンアメリカの先住民言語

にとって例外的な現象であるが、

それ以外にもペルーやボリビアで

は経験 しなかったような現象をパ

ラグアイでは経験することが出来

る。

資料11000グ アラニー紙幣

(裏面 にグアラニー語 による数の表記)

第1に 、今 日、パラグアイの通貨の裏にはグアラニー語の数詞が印刷されていることである

(資料1参 照)。 これが始まるのは1979年 といわれている[Corvalan1985]。 通貨の単位に先住

民言語の語彙か ら選ばれるのは、ペルーの場合でもケチュア語か ら 「インティ」(太 陽の意味。

現在では太陽を意味するスペイン語の 「ソル」に戻っている。)が採用 されたことがあるが、

ケチュア語の数詞が通貨に印刷されたことはなかった。ちなみに、パラグアイの通貨の単位が

「グアラニー」と呼ばれるようになるのは、1940年 代のことである。

第2に 、マスメディアの面では、ペルーやボリビアと同じように、ラジオ放送(特 にFM放

送を中心に)で は、グアラニー語を使用したチャンネルや番組は数多い。 しかし、それ以外で

も、今日のパ ラグアイでは、テレビ(第9チ ャンネル)で も、早朝5時 か らのフォルクローレ

の番組に続いて、5時 半から30分間グアラニー語によるモーニング ・ショー的な番組が放送さ

れている。これが終わると、引き続きスペイン語による長めのモーニング ・ショーとなる。た

だし、ラテンアメリカでは、この程度でも、スペイン語やポル トガル語以外の先住民言語によ

るテレビ番組、特にニュース番組は非常に珍しいのである。(ペ ルーの場合、いわゆるベラス

コ左派軍事政権によってケチュア語が公用語 とされた時期に、一定の割合の番組をケチュア語

によって制作するように指示されたが、実際にどの程度制作されたのか、筆者自身は知 らない。

昨年、国営放送によるルポルタージュ番組では先住民言語の部分についてスペイン語の字幕が

出ていた。)

その他、首都アス ンシオンの一般書店では、グアラニー語の辞書やテキス トなどが普通に市

販されていたことや、パラグアイで開催された1999年 のアメリカ杯サッカーではステッカーが

スペイン語とグアラニー語の二言語表記だったことが、まだ記憶に新しい。また、現行の1992

年憲法については、スペイン語とグアラニー語による二言語併用版が制作された(資 料2参
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資料21992年 憲法(左)二 言語版 表紙(右)グ アラニー語 による前 文
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以上のような筆者の印象を、憲法や二言語教育の変遷か ら裏付けておこう。

グアラニー語は、ラテンアメリカの他の先住民言語と同じように、長い間、話 し言葉(音 声

言語)と して存在してきた。植民地期 ・独立期をつうじて、公的には、スペイン語が書き言葉

であ りつづけた。

ス トロエスネル政権期の1967年 に制定された憲法は、「共和国の国家語は、スペイン語 とグア

ラニー語である。公用語はスペイン語である」(第5条)、 と規定した。また、第92条 では、「(前

略)国 家はグアラニー語を保護し、その教育 ・発展 ・洗練を推進しよう」 とも規定した。グァ

ラニー語がようや く、憲法上でも国家の象徴の一端を担うようにな り、やがて通貨の裏面にグ

アラニー語による数詞の表記が実現することとなる。

1957年 に採択されたILO第107号 条約(独 立国における先住民ならびに他の種族民および半

種族民の保護および統合に関する条約)を 、パラグアイは1969年 に批准 している。

同条約では、母語による識字化が求められながら、他方母語から国家語ないし公用語へ漸進

的に移行すべ きであることが、同時に規定されていた。

その結果、1973年 には、パラグアイでもようや く二言語教育の実験が初等教育で始まり、そ

れまで教室での使用を禁止されてきたグアラニー語の使用が公認されるようになるが、この時

期の二言語教育は、パラグアイにおいても、他のラテンアメリカ諸国におけると同様に、スペ

イン語化のための移行型の二言語教育にす ぎなかった。実際、4年 次か らはスペイン語でのみ

教育することを前提 としていた。それまで原則的には教室でのグアラニー語の使用が低学年で

は許可されるようになった点が評価できるものの、例えば1981年 の規定では、「第一サイクル

[初等教育最初の3年 間]で は、スペイン語 とグアラニー語が口頭コミュニケーション(聞 き
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取 りと話 し方)の ために使用 されるが、読み書 きのためにはスペイン語のみを使用する」と

なっており、グアラニー語はまだ話 し言葉として認められただけでスペイン語化のための補助

言語にすぎなかった。この移行型の二言語教育は、パラグアイでも、結局失敗 に終わった。

そしてようや く、ス トロエスネル政権倒壊後に制定された、現行の1992年 憲法は、言語につ

いて第140条 において 「パ ラグアイは複数文化 ・二言語併用の国である。スペイン語 とグアラ

ニー語が公用語である。両言語の利用形態は法が規定する。先住民族言語は、他の少数民族言

語と同じように、国民の文化遺産の一部を形成する。」と規定してお り、教育との関連では第77

条において、「学齢初期の教育は生徒の公用母語によって行われる。また、共和国の両公用語

の理解と利用によって教育 される。母語がグアラニー語ではない少数民族の場合には、二つの

公用語から一つを選択することが出来る。」 と規定するようになった。また、1989年 の新 しいI

LO第169号 条約(独 立国における先住民および種族民に関する条約)に は、1993年 に、パラグ

アイは批准 している2)。同条約では、母語による識字化に加えて、国家語 もしくは公用語で流

暢に会話できるようになる機会の提供が義務付けられている。

その結果、1994年 からは移行型に代わって維持型の二言語教育、あるいは二言語 二異文化問

教育が実施 されるようになる。教育一般法は、第31条 において 「教育は、学齢の初期つ まり第

一学年から生徒の母語である公用語によって実施される。 もう一つの公用語 もまた、学校教育

の始まりから第二言語としての教授法により教育される。」と規定 してお り、 スペイン語 を母

語とする児童向け(グ アラニー語が第二言語となる)と 、グアラニー語を母語 とする児童向け

(スペイン語が第二言語となる)の2種 類の、維持型の二言語教育が実施されるようになった。

なお、日本の中等教育に当たる第三サイクルの説明によれば、第三サイクルでは、第一言語、

第二言語の区別もなくなる。教授言語 としての両者の役割分担は、算数(8対2)、 自然科学

および保健(6対4)、 労働お よび技術(6対4)を 除けば、「言語 ・文化」・「社会科学」「倫

理 ・公民」・「美術」・「体育」の科 目では半々である。ただし、スペイン語には、「社会文化的

統合やコミュニケーションのための道具」 としてだけでなく、「科学的、普遍的な現象にアク

セスする道具」 となることが期待 されている[Bareiro1998]。 維持型の二言語教育はまだ始

まったばか りではあるが、評判は良好のようである。

また、南アメリカ南部では共同市場メルコスールのことを無視できないが、グアラニー語は

メルコスールの 「歴史的言語」に認定されている。

なお、グアラニー語 と一口に言っても、じつはさまざまなグアラニー語がある。もっとも代

表的なものは 「ジョパラーjopara」 と呼ばれ、今日とくに都市部を中心に日常会話で話される

グアラニー語である。これはスペイ ン語 とグアラニー語が混交 したもので、一種のクレオー

ル ・グアラニー語と呼べるようなものであろう。「混血」を軸にパラグアイ社会が称揚 されて

いた時代には、二言語教育にもこのような 「現実」に即 してジョパラー ・グアラニー語を採用

するようにという意見を専門家 も述べていたが[Corvalan1985]、 今日の維持型の二言語教育

では、ジョパラーではな く、「科学的」グアラニー語とか、「学校」グアラニー語とか、呼ばれ

るような、モノリンガルのグアラニー語が、特に読み書 き用のグアラニー語の基準に利用され
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ている。

しかし、グアラニー語が大多数のパラグアイ人によってスペイン語と並んで 日常会話で使用

され、二言語教育もまた順調に発展 してきているとはいえ、まった く問題がないわけではない。

以下で、考察することにしよう。

皿 パラグアイの先住民族の現状一 「見えない存在」一

パラグアイを紹介 した興味深い著作 『南米のパラダイス ・パラグアイに住む』(田 中裕一)

でも、パラグアイの先住民族については 「インディオの土産物売 り」という項 目のなかで、次

のようにしか言及されていない。

「(前略)パ ラグアイでは,現 在は昔ながらの生活を続けているインディオは奥地にほんの

一部残っているだけで,政 府の保護を受けています。やがては一般のパラグアイの人達 と同

化 して消えてい くのか もしれません。(後 略)」[田 中1999:221-223]

しか し、このような認識にも無
表3米 州の先住民族

理か らぬ点がある。パラグアイ政

府自身、近年まで 「先住民族」の

存在を認知 してこなかった経緯が

あるか らである。

具体的な数値か ら紹介 していこ

う。表3は 、1994年 現在の米州の

先住民族人口を国別に百分比の高

い順番に並べたものである。ボリ

ビア ・グアテマラ ・ペルー ・エク

ア ドルのように、上位には先スペ

イン期に農耕を中心に高度文明が

発達 した地域が並ぶ。南アメリカ

南部に注 目すると、チ リ・アルゼ

ンチンのほうが人数 ・百分比の点

で興味を引 く。ケチュア系 ・マヤ

系 ・アイマラ系 ・ナワ トル系に次

ぐ米州第五位のマプーチェ系の民

族集団(母 語か らみた)が 同地域

で暮らしているからである。また、

ブラジル ・アマゾン地域の先住民

族が、地球環境問題への関心の高

まりとともに、世界的な注 目を浴(出 典)MatosMar1993:232

No. 国 総 人 口 先 住 民 族 %

1 ボ リ ビ ア 8,200,000 4,142,187 50.51

2 グ ア テ マ ラ 10,300,000 4,945,511 48.01

3 ペ ル ー 22,900,000 8,793,298 38.39

4 エ ク ア ド ル 10,600,000 2,634,494 24.85

5 ベ リ ー ス 200,000 27,300 13.65

6 ホ ンジ ュ ラス 5,300,000 630,000 ll.88

7 メ キ シ コ 91,800,000 8,701,688 9.47

8 パ ナ マ 2,500,000 194,719 7.78

9 ニ カ ラ グ ア 4,300,000 326,600 7.59

10 チ リ 14,000,000 989,745 7.06

11 ガ イ ア ナ 806,000 45,500 5.64

12 仏領 ギアナ 104,000 4,100 3.94

13 カ ナ ダ 29,100,000 1,045,885 3.59

14 ス リ ナ ム 437,000 14,600 3.34

15 パ ラ グ ア イ 4,800,000 94,456 1.96

16 コ ロ ン ビ ア 35,600,000 620,052 1.74

17 エルサノレバ ドノレ 5,200,000 88,000 1.69

18 ベ ネ ズ エ ラ 21,300,000 315,815 1.48

19 アルゼ ンチ ン 33,900,000 372,996 1.10

20 コ ス タ リ カ 3,200,000 24,300 0.75

21 米 国 260,800,000 1,959,234 0.75

22 ブ ラ ジ ル 155,300,000 254,453 0.16

全 体 720,647,000 36,224,933 5.03

一92一



青木:パ ラグアイにおけ るグアラニー語 と先住民族

びるようになってきたことは周知のとお りである。それに対 して、世界複合遺産のひとつ、イ

グアス公園付近でアルゼ ンチンやブラジルと国境を接するパラグアイの先住民族は10万人弱、

2パ ーセント弱にす ぎず、ほとんど注目も浴びてこなかった。

同表を作成したペルーの人類学者ホセ ・マ トス=マ ールは、パラグアイ国民の9割 以上が先

住民言語(グ アラニー語)を 話 し、グアラニー語がヨーロッパ系の公用語(ス ペイン語)と 同

一の地位 を有し、さらに家庭内言語や話 し言葉としてはスペイン語を上回っているにもかかわ

らず、10万 弱の先住民族の現状が他の米州諸国の先住民族の現状と大差ないことに驚きを隠せ

なかった[MatosMar1993:164]。

また、言語学者であ り人類学者である細川弘明は、次のように断定 している。「ワラニー語

は、今日では、いわば非インディオ系住民が 『パラグアイ人』としての独 自性 を表現する媒体

として用いられているわけである。この意味において、現代ワラニー語は、『白人の言語』で

ある。」[細 川1992:1141]細JIIと 同意見の例に、エステル ・プリエ トがお り、彼は次のよう

に記している。「グアラニー語が常用語であるという事実は、パラグアイのメスティーソがグ

アラニー系の先住民族と自己同定 していることを意味しない。グアラニー語はパラグアイ国民

の社会的 ・文化的な形成において直接の先駆として認知されてはいるものの、普通の市民は自

分が先住民とみなされたいとは毛頭望んではいない。」[Prietol994:236]

表4パ ラグアイの先住民族

語 族 民 族 集 団 推 定 人 口

zamUCO ayOreO(marO,ayOweO) 2,015(人)

〃 ishir(chamacoco) 1,400

mataCO(matagUayO) nivacl6(chulupi) 14,000

〃 maka 1,120

〃 manjui(choroti) 520

maskoy enlhet(enxet,enlhit,lengua) 14,200

〃
,

guana 500

〃
ノ

sanapana 1,850

〃 argait6 2,200

〃 tobamaskoy 2,650
● ノ

gualcuru qomlik(tobaqom) 1,020

,

guaranl guaranioccidentales(guarayo,chiriguano) 2,100

〃 guaranifiand6va(tapiet6) 1,990

西部地域(チ ャコ)小 計 45,565

,

guaranl paltavytera 9,500

〃 mbya 12,100

〃 avaguarani(chiripa,avakatuet6) 9,450

〃 ach6(guayaki) 960

東部地域 小計 32,010

総 計 77,555

(出典)Zanardini&Biedermann2001:11

た だ し、 民 族 集 団 の 名 称 は 、 国 勢 調査 の もの とは異 な っ て い る。
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パラグアイの先住民族は、5つ の語族 と17の民族集団か ら構成されている。2001年 にパラグ

アイから刊行され、現在パラグアイの先住民族をもっとも網羅的に紹介 した著作に掲載されて

いた表4は 、その内訳を示 している。また、それによれば、先住民族の人数は8万 人弱 と推定

されている。

1992年8月26日 に、人口ならびに住居について、国勢調査が実施された。それによれば、パ

ラグアイの全人口は415万2588名 であ り、そのうち4万9487名(1.19%)が 先住民族であった。

その結果から、パラグアイの先住民族の一般的特徴について以下のようにまとめることができ

る[Melia1997:405-408]。

・ 大半が、農村部に居住 している。

・ 大半が、500人 未満の集落に居住 している。

・ 言語はほとんど先住民言語であ り、二言語併用のばあいでも、母語以外の先住民言語を

選択する。

・ 公教育の修了は37%以 下と非常に低 く、初等教育の最初の3年 間で終わるのが普通であ

る。

・ 絶滅 どころか、復活しつつある。先住民女性の出生率は、農村部女性全体のそれよりも

高い。ただし、幼児死亡率は高い。

・ 大半は、一・次産業部門の自営労働者のままである。 自営業者はいない。

・ 住居、道具、その他の日常生活要素は、伝統的なままである。ただし、使用材料はすで

に近代化 されている。

・ 要するに、ランチョと呼ばれる掘立て小屋に住み、周辺の環境が提供 してくれる資源か

ら、自らの生活様式を維持するのに適 した手段を獲得 している。

表5ラ テンアメリカ諸国の非識字率

1970年 代 1980年 代
国

非先住民系 先住民系 非先住民系 先住民系

ボ リ ビ ア 23(%)42(%) 14(%)24(%)

コ ロ ン ビ ア 2146 1645

グアテマ ラ 4687 4079

パ ナ マ 21一 1462

パ ラグア イ 20一 1370

ペ ル ー 3050 一 一

(出 典)LisbethG.1996:35

パラグアイの先住民族を非先住民族と比較できるようなデータはほとんどない。表5は 、世

界銀行グループによる調査研究によるものである(た だし、パラグアイを直接調査対象 とする

ものではない)。 同表によれば、1980年 代におけるパラグアイの先住民族の非識字率は70%と 、

グアテマラに次いで高 く、非先住民族との格差は57ポ イントで、最高 となっている。このこと

からは、非先住民族 と比較 して、パラグアイの先住民族が置かれている劣悪な言語文化的 ・社

会経済的 ・政治的な状況を想像することが出来よう。
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前掲の 『パラグアイの先住民族』によれば、歴史的にみれば、パラグアイの独立以後に限定

しても、1848年 、カルロス ・アントニオ ・ロペス大統領は、先住民族か ら土地と財産を没収 し

た。以後、先住民族は、社会的劣位にとどめおかれ、父祖の土地に対する回復すら阻止されて

きた。19世 紀末以来宗教団体か ら提供された、やや もすれば温情 主義的な支援を別とすれば,

20世紀の後半になってようやく先住民族復権運動が台頭 し、1981年 には法令第904号 が公布され

る。先住民共同体法である。農地改革らしい改革が実施されたことのないパラグアイであるが、

これにより、先住民族は、伝統的な領土の返還を合法的に請求することが出来るようになった

のである。

パ ラグアイは1989年 のILO先 住民条約 を批准した数少ない国の一つである。

そして、1992年 に制定された新憲法には、先住民族についての章が設けられている。6条 から

構城 されたこの章の内容は以下のとおりである。

・ パ ラグアイ国家の形成 ・組織以前の諸文化集団と定義されるところの先住民族の存在を

承認すること。(第62条)

・ それぞれの居住地において、 自らの民族的アイデンティティを保持 ・発展させる先住民

族の権利を承認 ・保障すること。(第63条)

・ 先住民族は、かれら特有の生活形態の保持 ・発展のために十分な質と面積の土地を共有

する権利を有する。明白な同意なしの居住地の移転は禁止する(第64条)

・ 自らの慣習、この憲法、国法にしたがって、国の経済的 ・社会的 ・政治的 ・文化的な生

活に参加する権利を、先住民族に保障する。(第65条)

・ 国家は、特に公教育に関して、先住民族の文化的特質を尊重する。人口の減少、居住地

の強奪、環境の汚染、経済的搾取、文化的疎外に対する彼 らの防衛に留意する。(第66

条)

・ 市民的であれ軍事的であれ、社会的な奉仕から免除する。(第67条)

この憲法制定により、パラグアイの先住民族ははじめて自らの存在がパラグアイ社会から認

知 された。新憲法制定からすでに10年 間が経過 した。その間の進展には見るべきものはまだほ

とんどないとはいえ、パラグアイの憲法が非常に進歩的な先住民族規定を有 していることは、

評価することが出来る。

また、従来教会と軍隊以外、ほとんどかかわ りがな く、アパシーに陥っていた先住民族の

人々の間にも、土地の回復 と文化的アイデンティティを軸にして、急速に意識化が高まってき

ている。2000年10月12日 には、パラグアイの先住民族によるはじめての政治団体、Movimiento

Indigena19deAbril(「4月19日 先住民運動」)が 誕生した[ColmanG.2000:11-13]。

1Vグ ア ラニ ー語のア ンビヴァ レン トな現状

パラグアイ研究の専門家田島久歳は、次のように指摘 したことがある。「パラグァイを中心

とするグァラニー語文化圏ともいえる地域では、一般 に言語学でいうバイリンガル社会で起こ

一95一



総 合 研 究 所 所 報

るとされる 『上位』の言語 と 『下位』の言語の関係がほとんどみ られなかった。しかもグァラ

ニー語がスペイン語 とは言語体系から見てかな り異質な言語であるにもかかわらず、そうなの

である。」[田 島1996:14-15]

田島だけではな く、パ ラグアイの研究者 も、例えばマルコス ・モリニゴは、「周知のように、

パラグアイはラテンアメリカ諸国の中で真に唯一の二言語国家であ り、いまなお躍動的で創造

的な先住民言語が多 くの住民によって話 される一般言語の地位をスペイン語と共有し、先住民

言語 を日常的ないし優先的に話 しても社会的身分の低下を意味 しない唯一の国である。」 と記

している[Morinigo1982:597]。

しかしながら、田島やモリニゴの指摘するように、グアラニー語とスペイン語との間には実

質的な格差は存在 しないのであろうか。すでに皿章では、グアラニー語はもはや先住民族の言

語ではないとするマ トス=マ ールや細川の辛 らつな指摘があった。グアラニー語とスペイン語

との問にも、それほどまででないにせよ、同じような関係を指摘できるのではないであろうか。

パ ラグアイの二言語併用教育の専門家グラシエラ ・コルバランは、1980年 代のことではある

が、一方ではパ ラグアイの特徴として、「い くつかの移民人口の地域と、少数の孤立 した先住

民人口の地域を例外として、エスニック的にも文化的にも同質的な人口による二言語併用国家」

である点をあげながら、他方では二言語教育の現場における混乱、言行の不一致を指摘せざる

を得なかった[Corvalan1985:40,90]。

また、グアラニー語とスペイン語 との問には、バイリンガル層の間で微妙な使い分けのある

ことが指摘 されている。例えば、グアラニー語が愛情やユーモアや皮肉のような感情を表現す

る手段に対 して、スペイン語は公的でフォーマルなコミュニケーションの時の言語である、と

いわれる[CNB1997:26]。

また、コルバランによれば、国家や政府は公式のコミュニケでは口頭でも文書でも必ずスペ

イン語 を使用し、司法でもスペイン語が使用 される。グアラニー語は専門的な使用 目的のため

にはまだ十分洗練されていないからだとされる。他方、選挙キャンペーンや政治演説ではグア

ラニー語 を好んで使いたがる、 という[CNB1997:40-41]。

パ ラグアイの全国二言語主義委員会(CNB)自 身、バイリンガル層だけでな く、スペイン語

モノリンガルもまた、つぎのような偏見 も持っている、と指摘 している。③グアラニー語は私

たちの言語である。⑤ しかし、私たちにはグアラニー語はうまくしゃべれない。◎スペイン語

の習得 と使用(少 な くともパラグアイ的なスペイン語であっても)は 学校教育などの必要条件

である。グアラニー語には近代的生活に必要な語彙が不足 しているから。⑥ しかもグアラニー

語は社会的にも経済的にも進歩のための手段ではない[CNB1997:66]。

この点に関連 して1996年 にナショナル ・アイデンティティについて3種類のアンケー ト調査が

アニャスコとデンディアによって実施されているので、その結果を一部紹介しておきたい[Afiazco

&Dendia1997]3)。

そのうち、中等学校の第五学年(都 市部 と農村部)を 対象にした彼 らの調査項 目は、以下の

とお りであった。①私たちパラグアイ人は、アイデンティティ感情を抱いている。②パラグア
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イ人としてのあなたのアイデンティティ感情は定着 している。③あなたの先祖(生 物学的 ・文

化的な)は グアラニー人であ りスペイン人であった。あなたの現在のありようにどの程度反映

しているか。④パラグアイ人 としてのあなたのアイデンティティ感情の形成に寄与 したものは、

家族、友人、その他の機関?⑤ 音楽 ・食事 ・慣習 ・伝統 ・国家の象徴の意味合い。⑥パラグア

イの風景(河 川 ・太陽 ・森林など)の 意味合い。⑦学校教育とパラグアイ ・アイデンティティ

の関連。⑧グアラニー語の常用はパラグアイ人としてのアイデンティティ感情の形成を助ける

か?⑨ あなたは、 日常的な関係の中でグアラニー語を使用 しているか?⑩ 生活体験 としての神

は、ナショナル ・アイデンティティの重要な要素であるか?⑪ 学校を通 して行われるフォルク

ローレはあなたにとって有益か?

・ ①の結果か らは、パラグアイにおいてはアイデンティティ感情が確立されているとする

回答が大半で、未確立とするものは、都市部13%、 農村部5%に すぎなかった。

・ ⑧の結果からは、グアラニー語話者であろうとなかろうと、「パラグァイ人であること」

と 「グアラニー語を話すこと」が同義であるとするものが大半であることが分かった。

(都市部の85%、 農村部の90%が 「はい」と回答 した。)

・ しかし、⑨の結果からは、グアラニー語の常用度には都市部と農村部では大 きな差があ

ることが分かった。つまり、「おおいに」 と回答 したものは都市部の10%に 対 して農村部

では62.5%、 「全然」 と回答 したものが都市部の50%に 対 して農村部では2.5%で あった。

・ また、③の結果からも、表6の ように、都市部と農村部とでは大 きな差が出ている。都

市部では52.5%の ものが自分たちの文化の中にあるはずのグアラニー系の要素を否定す

る結果となった。

このような結果を踏まえ、アニャスコとデンディアは、パラグアイの場合、「感情」レベル

のナショナル ・アイデンティティは十分であるが、「認識」 レベルのアイデンティティは未確

立である、 と指摘 している。

以上のような数量的な心理分析はまだ始まったばかりであり、常用語と社会経済的格差との

関連についての研究 もまた、まだほとんどない。

ある研究者(ShawN.Gynan)に よれば、スペイン語モノリンガルの家庭の92%は レンガ造

りの家に住むが、グアラニー語モノリンガルは67%で ある。後者の32%は 掘立て小屋で暮 らす。

また、貧困な住環境に甘んじるグアラニー語モノリンガルはスペイン語モノリンガルの2倍 で

あるという[CNB1997:25-26]。

表6グ アラニー系文化 とスペイン系文化 の影響

グアラニー系の影響 スペイ ン系の影響

都 市 農 村 都 市 農 村

大 い に

少 し

な し

無 回 答

15(%)

30

52.5

2.5

50(%)

47.5

2.5

一

32.5(%)

50
-

17.5

55(%)

45

=

(出 典)Afiazco&Dendial997
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表7教 育を軸とした構造的制約条件

出生率 失業率
所 得

な し 最低賃金以下 計

全国平均 4.6(人) 30.2(%) 37.3(%) 31.9(%) 692(%)

絶対的非識字層

全 国 27ス136(人) 6.1 45β

首 都 14016 4.0 62.4 46.1 47.3 93.4

都 市 88B62 55.6 449 48ρ 92.9

農 村 188274 6.5 39.7

男 性 119279 32.5 372 52.3 89.5

女 性 157β57 6.1 52.9 48.4 46.1 94.5

機能的非識字層

全 国 883,971 6.1 36.0

首 都 4Z310 40 509 51.5 34.6 8a1

都 市 29軌748 484 50.2 38.2 884

農 村 584223 6.5 29.1

男 性 42η22 2a4 39.9 42.4 82.3

女 性 45α249 6.1 46.1 59.3 340 93.3

調 査 年 〔1992年 〕 〔1992年 〕 〔1995年 〕 〔1994年 〕

(出典)C6spedesR.1996:20

た だ し論文の内容か ら数字の一部 を補 った。

また セ スペ デス は、1995年 頃 の 貴 重 なデ ー タ を提 供 して くれ る(表7参 照)。 彼 は 、 「絶 対 的

非 識 字 層analfabetoabsoluto」 と 「機 能 的 非 識 字 層analfabetofunciona1」 に分 け て学 歴 を軸 に

民 主 化 へ の 社 会 的 構 造 的 制 約 条 件 を考 察 しよ う とす る。 こ こ で、 前 者 は、 小 学1年 しか 修 了 し

て い ない 者 を、 後 者 は小 学3年 まで 修 了 した 者 を、 そ れ ぞ れ 指 して い る。 また 、 言 語 的 に は、

著 者 はそ の 根 拠 を明 示 して い ない が 、 前 者 は グ ア ラニ ー 語 モ ノ リ ンガル 、 後 者 は グ ア ラニ ー 語

が優 勢 な層 と措 定 して い る。 数 的 には 、前 者 に は10人 に1人 が 、後 者 に は10人 に3人 が 、 そ れ ぞ

れ 該 当す る。 失 業 率 は全 国 平 均(30.2%)を は る か に超 え 、 収 入 が 最 低 賃 金 を下 回 る者 は9割

前 後(全 国平 均69.2%)で あ る。 な ん と もす さ ま じい 数 字 で あ る。 そ の 結 果 、 彼 らは 、就 業 機

会 に恵 まれ ず 、 イ ン フ ォー マ ル 部 門 に帰 属 し正 規 の 賃 労 働 者 で ない た め に社 会保 険 制 度 か ら も

排 除 され 、 また 最低 賃 金 以 上 の 所 得 が あ る こ と を受 給 資 格 とす るCONAVIに よる 公 共住 宅

援 助 を も受 け られ ない 。 現 代 の 情 報社 会 の 中 に あ って ラ ジ オや テ レ ビは ス ペ イ ン語 放 送 が圧 倒

的 に多 く、 疎 外 を強 い られ て い る。 また 、 両 者 の 間 の格 差 はあ ま り開 いて お らず 、 した が っ て、

社 会 的 上 昇 の た め に は、 ス ペ イ ン語 の 読 み 書 き能 力 を 身 に つ け る しか な い 人 々 な の で あ る

[C6spedesR1996:16-20]。

以 上 の とお り、 グ ア ラニ ー語 話 者 が 圧 倒 的 に 多 く、 同 質 的 な 「混 血 」 社 会 とみ な され が ち

だ っ た パ ラ グア イ社 会 も また 、仔 細 に 考 察 す れ ば 、他 の ラテ ンア メ リカ社 会 と同様 に、 常 用 語

の相 違 が社 会 経 済 的格 差 と相 関 関係 に あ る こ と、 また 一・概 に は 、 同 質 的 な 「混 血 」 社 会 と見 な

しえ な い こ とが 分 か っ た 。 この 課題 を どの よ うに 克服 すべ きな の か、 そ れ は単 にパ ラ グ ア イ の

み の課 題 で は な い で あ ろ う。
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Vお わりに

パラグアイ社会は、現在、自らのナショナル ・アイデンティティの基軸を 「混血」から 「イ

ンターカルチュラル」(文化の相互尊重。ボリビアのアルポは次のように述べている。「二文化

であるとか複数文化であるとか一例えば二言語であるとか複数文化であるとかのように一だけ

ではまだ、インターカルチュラルであるとはいえない。… 『他者』を差異ある者 と認めておき

ながら受け入れないようなものは、マイナスのインターカルチュラルと呼ぶことにしよう。…

プラスのインターカルチュラルでは他者は差異ある者 として受け入れられる。」[Alb62000:18-

19])へ と転換するという課題に直面 してお り、また、その転換のためには、これまで 「見えな

い存在」にす ぎなかった先住民族をも積極的にその視野の中に入れていかなければならないの

である。

[後記]本 稿は、2001年 度奈良大学研究助成による成果の一端である。

注

1)あ る研究者 は、パ ラグア イにお けるナシ ョナル ・アイデ ンティティの形成 につ いて、次の ように時期

区分 してい る[Afiazco&Dendia1997]。

・1537年 か ら1810年 までの植 民地期 は、 ヨーロッパ人 による征服 ・植民 に対抗 するグア ラニー人 に

よる抵抗 と解体 の時期であ る。 この舞台の 中か ら、 メス ティーソが、対立す る諸要 素 を総合す る

もの として誕生す る。

・1811年 か ら1840年 までの独立初期には、外圧 に対抗す る形でアイデ ンティティ感情が強化 された。

一つの民族が 実在 する と意識 され るようにな り、その法人化の ために、パ ラグアイ国家 が誕生す

る。

・1841年 か ら1870年 までの時期には、社会経済的ブームが到来す る一方、諸外 国による攻 撃(三 国

同盟戦争)の 前 に敗 れた。愛国感情が高揚 し、激 し く抵抗 した。解体 されそ うになるが、抵抗 の

意志は放棄で きなか った。

・1870年 か ら1935年 までの時期 には、敗戦か ら徐 々に復興 し、思想的には実証主義が優勢 となる。新

たな対外戦争(チ ャコ戦争)も あ り、 アイデ ンテ ィテ ィ感情が再確 認された。

・1935年 か ら1953年 までの時期 には、第二次世界大戦前に は自由主義が衰退 したが、戦後 には、民

主主義の復権が試み られたが、失敗 に終わ った。

・1954年 か ら1989年 までの時期 はス トロエスネル政権 に よる全体主義の時代であ る。民族文化 が解

体 され ようとしたが、阻止 された。

・1989年 か ら1997年 までの時期 は民主主義への移行の段 階にあたる。 アイデ ンテ ィテ ィは強化 され、

社 会文化的帰属の意識 は徐 々に深 まって きている。 自己尊重 が回復 してきている。

2)同 条約 の批准 国は現在17力 国に達 してお り、 ラテ ンアメ リカ諸国 は、従来 のアルゼ ンチ ン ・ボリビ

ア ・コロ ンビア ・コス タ リカ ・エクア ドル ・グアテマ ラ ・ホ ンジュ ラス ・メキ シコ ・パ ラグアイ ・ペ

ルー に加 えて、今 年 ブラジル ・ドミニ カ ・ベ ネズエラが新た に批准 した。(ILOホ ームペ ー ジによ

る)

3)そ の他 、2人 が収 集 した意見には次の ような ものがある。

・ アノ ミーの一例が グアラニー語 である。グアラニー語 は憲法 に よって承 認 され、国民感情の真の
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エ ンジンであるにもかかわ らず、今 日でも、スペイ ン語 と同 じだけの社会的承認 をえるにはいたっ

ていない。(ラ モ ン ・フ ォヘル、社 会学者)

・ 混血概念 はアイデ ンティティに非常 に悪 い影響 を及ぼ して きた。パ ラグアイ人は、数的 には生物

学 的混血 はけっ して決定的 でなかったに もかかわ らず、 自分たちはメス ティーソであ る、 といわ

れてきた。混血概念 はむしろ、 インデ ィオに対する過小評価 によって染め上げ られて きた。「イ ン

ディオ」 と同一視 されたい ようなものは、誰一・人いなかった。植民者た ちはインデ ィオの ことを、

汚 いとか,怠 け者 とか、愚か とか,未 洗者だ とか、 決め付 けて きたのだか ら。(バ ル トロメウ ・メ

リア、人類学者)

・ グアラニー語 は話 し言葉であ り、パ ラグアイ人 の間の コミュニケー シ ョンを滑 らかにす る。スペ

イ ン語 の影響 のほ うが、私た ちの言語 的融合 では重要 であった。グア ラニー語 だけだったな ら、

今 なお私 たちは野 蛮だったであろ う。(警官)

・ グアラニー語 は、 シス テム にとっては問題であろうが、民衆 にとっては問題で はない。(パ イ ロッ

ト)

・ 明 らか にグアラニー文化 にあ る。パ ラグアイ人 は、 自分 たちの基 盤は先住民世界 にある ことを認

めている。 ただ し、先住民世界 は今 日ではす でにバ ラバ ラで、未 来に とって も非常 に過小 評価 さ

れ ている。 なぜ な ら、先住民であ ることはけっ して儲 けを生 むよ うな資本で はな く、発展 か らも

「切 り離 されて」いるか らだ。農民 は、今や、先住民の生活様式 はす ば らしい ことはす ば らしい

が、 このまま生活す るこ とは出来ない、 と考 えている。(農 民組織顧問、大学教授)
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資料3 グアラニー語用語集

日 本 語 グ ア ラニ ー 語 ス ペ イ ン 語

A挨 拶

はい hale,hee si
、

い い え nahaniri,anich6ne no

どうぞ(お 願いします) chepyt夕vomina,mina porfavor

おはよう mbal6ichapandepyhareve buenosdias

こんにちは mbal6ichapandekalaru buenastardes

こんばんは mbal6chapandepyhare buenasnoches

ご機嫌いかがですか mbal6ichareiko?
o

己qu6tal?

元気です aikopora estoybien

まあまあです nungal6nto
ノ

masomenOS

悪いです aikovai estoymal

さ よ うな ら jajohechapeve hastalavista,adi6s

私は日本人です chehaponegua soyjapon6s(a)

私の名前は…です cher6ra minombrees..

あなたの名前は何ですか mba,6ichander6ra? dqu6essunombre?

B数 字

あなたは何歳ですか mboyarylparereko? 乙CUantOSaiOStieneS?

いくつですか mbovプpa? 乙cuantOS?

何時ですか mboyaravo? aqu6horaes?

何曜日ですか mbaleara? 乙qu6diaes?

1 peteI uno

2 mokoτ dos

3 mbohapy tres

4 irundy cuatro

5 po cincO

6 poteI seis

7 pok6i siete

8 poapy ocho

9 porundy nueve

10 pa diez

11 pateI once

12 pak6i doce

13 poapy trece

14 parundy catorce

15 papo

●

qulnce

16 papoteI diezyseis

17 papok6i diezysiete

18 papoapy diezyocho

19 paporundy diezynueve
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2日 aramok6i dosdias

週 pok6iara,arapokoindy semana

月 jasy mes

年
曾 ・l

rOy,ary,araJere,ararOy aiO

今 aga,ko,aga,ange ahora

今 日 koara,k6vape hoydia

明日 koler6ko16ramo
～

manana

あ さっ て ko16ambu6r6 pasadomaiana

昨日 kuehe,kuriv6vo ayer

お と とい kokuehe,kueheambue
●

antlayer

C非 常事態

どろ ぼ う1 mondaha1 iladr6n1

助けて! iepytyv6! iauxilio1

警察署 tahachi policia

警察を呼んで下さい iekatupaehenoitahachipe llamealapolicia

警察を呼びたい amomarandusetahachipe quierollamaralapolicia

日本大使館 Japoneroguaguasu EmbajadadeJap6n

病院 has夕var6ga,tasyo hospital

病院へ行 きたい ahasehas夕var6gape quieroiralhospital

お金(現 金)
● ● ■

vlru,plraplre dinero

財布(お 金入れ)
● ・

plraplreryru monedero

時計 aravopapaha reloj

バ ッグ mbalyru(vosa) bolsa/cartera

トラ ン ク mbalyru maleta

救急車 has夕vamba'yrum夕i ambulancia

電話 ieehamombyry tel6fono

薬 poha medicina

水 y agua

頭痛 akarasy dolordecabeza

腹痛 ryerasy dolordeest6mago/barriga

熱 akanundu fiebre

下痢 tye diarrea

風邪 tlsyry resfrio

D道 をたずねる

ホテル mbohupa hospedaje(hotel)

東 kuarahyres6 este

西 kuarahyreike oeste

南 iemby sur

北 yvate norte

郵便局 pareha correo

市場 iemuha mercado

銀行
●

Vlruroga banco
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薬局 poharoga farmacia

まっす ぐ karapaly directo

曲がること
● ●

Jere,Jevy vuelta

右 terekua derecho(-a)

左 aSU izquierdo(-a)

前 tenonde delante

後 kupe atras

E買 物 ・郵 便 ・乗 物

これは何ですか mbalepakoa? 乙qu6esesto?

あれ
ノ

amova aquel

い くらですか mboypahepy? 乙CUantOCUeSta?

…はあ りますか ol...? 乙hay_?

高 い1 hepyete! iqu6caro1

も っ と安 く して くだ さ い mboguejyminach6ve rebajeporfavor

お つ り hemb夕va vuelto,sobra

ここに書いて ください ehaiapeikaturamo escribaaquiporfavor

乗る
● ●

jUPl subir

降 りる guejy bajar

(為 替 の)レ ー ト mboypa costodedinero

運賃 hasaha pasaje,boleto,preciodeboleto

タク シ ー mbalyruralaha taxi(omnibusetc)

飛行機
,

pepoata avi6n

船 ygarata barco

予約 iongatupy
●ノ

reSerVaC10n

(鉄道の)駅 pytaha
9,

estaClon

バス停 tekoha paradero

はがき kuatialatざi tarjetapostal

手紙 kuatialaiele carta

F食 事

タバコを吸 う pita fumar

レス トラ ン karuha reStaUrante

お い しい heterei delicioso

メ ニ ユ ー tembilurar6rarys夕i men血

お腹が空いています cheiembyah夕i tengohambre

のどが渇いています cheyluh6i tengosed

ビ ー ル kaguy cerveza

ジ ュ ース ry,tykue refresco/jugo

パ ン mbujape pan

ご飯
・1・

aro,avatl1 arrOZ

野菜 kalavo,kala,mbalerovy verdura

果物 yva fruta

牛肉 solovaka carnedevaca
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鶏肉
,

ryguasuroO carnedepollo

豚肉 kurerob carnedecerdo

羊肉 ovecharolo carnedeoveja

魚、 pira pescado

甘い hele dulce

辛い tai
●

Plcante

すっぱい hai agrio

塩辛い helembochy salado

灰皿 kusugueryru
●

cenlcero

ジ ヤガ イ モ yvyla papa,patata

トウ モ ロ コシ avati maiz,choclo

バナナ pakova platano,banana

オ レ ンジ naraha
●

naranJa

唐辛子 kumbari aji,rocoto

カボチャ kurapepe zapallo

玉葱 sev6i cebolla

豆 kumanda poroto

ス ー プ jukysy sopa

ぶどう酒 kaguy vino

肉料理 tembrusob comidadecarne

魚、料 理 tembilupira comidadepescado

家庭料理 tembilu6ga comidadecasa

Gホ テルで

洗濯する jaor6i,jaojoh6i lavarropas

清潔な potI limpio

汚い kyla sucio

静かな
響

pyaguapy tranquilO

暑い haku hacecalor

うる さい ayVU bullicioso

寒い rdy frio

お祭 り arete fiesta

踊 り jeroky baile

歌 purah6i
・,

canClon

Eそ の他

山 yvyty CerrO/mOntaia

川 ysyry rio

谷 yvytyrokai valle,quebrada

畑 kokue campodecultivo

天
1～

araapy,yvymaraey cielO

牧場 kokue
o

estancla

地(大 地) yvy,teta tierra

石 ita piedra

一一106-一



青木:パ ラグア イにお けるグアラニー語 と先住民族

私の父 cheru,chetaita mipadre

私の母 chesy mimadre

私の兄(私 が女性の場合) cherykely mihermanomayor

私の妹(同 上) chekypyly mihermanamenor

私の弟(同 上) chekyvy mihermanomenor

私の夫 chem6na mimarido

私の妻 cherembireko
o

mlesposa

後 記=

こ の用 語 集 の作 成 につ い て は、 パ ラ グ ア イ 出 身 の氏 家 デ リア さん の協 力 を え た。 この 紙 面 を

借 りて謝 意 を表 した い。

ま た、 日本 語 の 選 択 につ い て は 、 下 記 の 文 献 に準 拠 した 。真 島 囲 弘 、 ア ンヘ リ カ ・P=青 木

「日本 語/ケ チ ュ ア 語/ス ペ イ ン語 旅 行 会 話 」 『資料 ラ テ ンア メ リ カ』 第30号(1995年)お よび

『風 と地 図 と』 第10号(1994年)。
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